
Oracle Databaseの稼働状況を可視化
開発・運⽤での⼤幅な⼯数削減を実現
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MaxGauge導⼊の効果 〜システム開発・運⽤現場でありがちな問題を以下のように解決します〜

問題予兆発⾒ システムトラブルの種を早期発⾒1

▶ 問題発⾒時間を短縮し 改善の時間に活⽤ ◀

スパイク頻度の増加
(=問題予兆)の発⾒

スパイク原因箇所から

遅いSQLを発⾒

開発・運⽤間の共通⾔語 情報共有で双⽅の壁を取り除く2

▶ 開発・運⽤間の対⽴をなくし 協⼒しあう関係へ ◀
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システムの安定が
最優先の運⽤チーム

プロジェクト進⾏が
最優先の開発チーム

監視に情報収集をプラス 再調査・再現待ちを防ぐ3

▶ アラート発⽣後即調査開始 対応時間70%短縮 ◀
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統合監視
JP1,SystemWalker,Zabbix,Hinemos等

情報収集
稼働情報⾃動収集〜形成〜視覚化

トラブル速攻解決 即原因判明で改善検討に集中4

▶ 情報収集の⾃動化により ⽣産性の⾼い業務に集中 ◀
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効率化・迅速化には情報収集が最重要課題

銲⟝堣腉弫דהֿׅ礵♧匈֮ד
זֻז儗ָ駈ַֽח頾蚚嗚鏾ֲת׃גז瀉ֻח劍ָꬊ䌢زأذ
⼧ⴓז嗚鏾ְָזֹד䚍腉♶㸜䫴ִתת麊欽חⰅָ֮أ٦؛
ְזזלֽז׃㼎䘔ד⯓⮚剑׃ꥺ㹱ָ涪欰ְב׃䟝㹀ָ頾蚚ַַָט䖓✮劍ׇأ٦ٔٔ

�
�
��
�
�
�

何㊣周嗚鎢���
ⴓ匿���

䞔㜠　꧊���

データベース運⽤での様々な
場⾯で情報収集が⼯数の
50%を占めています。
これらの⾃動化が、⼯数削減・
スピードアップへの近道と
なります。
GUIでの『⾒える化』により
さらなるスピードアップ︕
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事後分析

収集した稼働情報から過去のデータベースの状況

を分析することが出来ます。⼤量の稼働データ
から分析することで過去にどのような事象が発⽣

していたか簡単に確認することが出来ます。

データベース統計

データベースの統計指標や待機イベントの全ての

情報を 1秒間隔で収集します。全ての指標を収集
することからデータベースの状況を漏れなく把握
することが可能です。 
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リアルタイム表⽰

データベースの稼働状況をリアルタイムに表⽰し

ます。サーバの負荷状況、データベースの状態、
実⾏中の SQLなど様々な情報をユーザフレンド
リーな UIにより簡単に表⽰することが出来ます。

SQL情報

データベースで実⾏された SQLを 0.05秒間隔で収

集します。収集した SQL情報から実⾏時間が遅い
SQLや負荷の⾼い SQLなどを確認することが可能
です。

セッション情報

データベースで実⾏中のセッション情報の詳細を

収集します。最短 1秒間隔でセッション情報を
収集することで「なぜ遅くなったのか︖」など

事象把握や根本原因を調査することが可能です。

OS情報

データベース・サーバの OSの CPU、メモリ、

プロセスの情報を 1分間隔で収集します。
データベースだけでなく、 OS視点でも状況を
把握することが可能です。 
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